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（今回の助成に対する感想、今後の助成に望むこと等お書き下さい。助成事業の参考にさせていただきます。）

貴財団のご支援により、タンザニアへの現地調査を滞りなく行なうことができましたことを、感
謝いたします。院生であっても申請できるフィールド調査研究への助成事業は、大変少な
く、とても助かりました。
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成果の概要 

京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科  

博士課程一貫 5年 髙村 満衣 

 

研究目的 

タンザニアは独立以降、初等教育の普及が進み、80年代には小学校就学率が90％を超え、

現在（2016）でも総就学率 93.2％、純就学率 85.8％という高い数字が維持されている。ア

フリカ諸国の中でも高く、教育の量的拡大については成果が出ている。一方で、近年教育の

質については問題が指摘されている。タンザニアの初等教育過程では、二度の国家試験があ

る。4 年生時の進級試験の再受験は認められているが、7 年生時の卒業試験の再受験は認め

られていない。よって、不合格だった子どもの最終学歴は、小学校卒業になる。さらに、こ

れまでスワヒリ語で教えられてきたにも関わらず、中等教育では教授言語が英語になる。こ

のような教育現場において、子どもたちは教育現場に適応できず中退者が増加している。既

往研究の多くは、中退者の数や、不登校や妊娠などといった中退の原因を明らかにするもの

に止まっている。 

一方、これまでの現地調査において、生業にたずさわり、進学という道ではなく、自身で

生計の基礎を築こうと試みる子どもがいた。彼らは、将来を見据え、積極的に最終学歴を小

学校にとどめ、または中学校に進学しても中退という道の選択を検討していたのである。先

行研究では、中退について消極的な原因のみを指摘しているが、本研究では、積極的な進路

選択のひとつとしても中退を捉え、進学し続けている者と中退した者がどのように進路、ラ

イフコースを選択しているのかを明らかにすることを目的とする。 

 

研究成果 

 今回の調査では、2016 年、2017 年に報告者が調査対象としていた子ども 108 人の追跡を

実施した。2017 年時小学 6 年生 108 人（男子 51 人/女子 57 人）のうち、男子１名を除く

全員が初等教育卒業試験を受けていた。その結果、初等教育卒業試験合格者は男子 45 人/

女子 35 人であった。一度小学校卒業試験を受けた者が他校への転校することは、2017 年よ

り全面禁止となったため、卒業試験不合格者は進学先を絶たれた。それ以前は、他校へ 5 年

生くらいから再入学し、再度試験を受けていた。2017 年からは留年も国家試験が行われる

学年以外、厳しくなった。2022 年より、初等教育卒業試験不合格者が翌年のみ再試験が認

められることになったが、制度の実用化への課題は多い。キゴマ州 M 地区 7 校のうち、１



校のみで 2 名が 7 年生をやり直しただけに留まっていた。 

 今回の現地調査において 72 人にインタビューを行った。留年することなく進学した生徒

たちは、中等教育前期 4 年生 2022 年 11 月に NECTA と呼ばれる国家試験を受け、その成

績結果が 2023 年 1 月末に出たばかりであった。そのため、進級先や進学先が未定であり、

実家や親戚の家で長期休みを過ごしていた。 

一方、小学校卒業試験の不合格者の男子は、バイクや三輪バイクのタクシー、車の修理士、

または日雇いで働いているものがいた。女子は結婚、出産を経験しているものが多くいた。

その一方、都市部へ家政婦として出稼ぎや仕立屋を目指している、または既になっているも

のがおり、収入を得ていた。中等教育前期に進学したにも関わらず、中退した者のなかには、

女子生徒の場合、結婚を理由とするものが多かった。男子生徒は、経済的自立を図り、知り

合いや親戚のネットワークを駆使し、ディスクジョッキーやネイリスト、また商店の売り子

として働いていた。彼らは、学校へ行くことと生活を送ることは別世界であり、早くお金を

稼ぐには、中退が最善策であったと語った。 

 初等教育卒業試験不合格者と中退者の生計活動を目の当たりにしている、進学した生徒

たちは、早く仕事を始めたい、お金を稼ぎたいという欲望を駆られていた。中等教育前期を

卒業したとしても、働き口が容易に見つからない現状では、経済的理由により、進学も難し

く、早くに生計活動をしている友人たちに憧れを抱いているようであった。彼らの姿は、中

等教育への期待を低下させ、価値を下げることにつながっている。ある生徒が、学校へ進学

することは時間を無駄であると言い切ったように、進学することへの不信感が広がりつつ

ある。しかし、政府は学校を増設し、中等教育前期、また後期までも無償化する動きをとっ

ているが、草の根レベルの教育への期待感は年々弱くなっている。今後、インタビュー結果

から、彼ら彼女らのライフコース選択の背景を分析し、より議論を進めていく予定である。 

 

今回、過渡期にあたる青年になった調査対象から、彼らの葛藤について直接聞くという

貴重なデータを得ることができた。本助成の支援がなければ、フィールドに滞在すること

は難しかった。本助成に採択いただいたことに感謝を申し上げたい。また、今後の研究に

繋げ、タンザニアの教育政策への新たな視座を検討していきたい。 


